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年報の発刊に寄せて 

 
 宮崎県立看護大学看護研究・研修センター年報 10 号の発刊にあたりご挨拶を申し上げま
す。 
  
子どもの 10 歳の節目の年を「2分の 1 成人式」として、“子の育ち”を祝い、“親への感謝”

“将来の夢”につなげる行事を見かけます。本年報も今回「2 分の 1 成人式」を迎えることと
なりました。本センターの“育ち”を年報という形でご報告し続けることができましたことに
深く“感謝”申し上げます。まだ 10 号ですが、されど 10 号であり、多くの皆様方のご支援に
より重ねることができた数字であります。この節目にたち、本センターが果たす役割を再認
識し、地域社会の発展に寄与するため “将来の夢”を持ち、その実現に向けて努力を重ねて
いきたいと考えております。 
 
 令和 2 年度は、多くの組織がそうであったように、本センターの活動も新型コロナウイ
ルス感染症による影響を受け、地域貢献等活動の多くが縮小や中止を余儀なくされました。
この決断に至るまでには、「地域住民の皆様のために少しでも・・・」と、直前まで状況の
改善を願い、実施方法の工夫や感染予防対策の強化を検討しつづける努力がなされました。
今回の年報に掲載しました事業報告の背景には、そのような葛藤や苦労がありましたこと
をお汲み取りいただき、ご理解をいただければと思います。 
  
 この 4月に、看護研究・研修センターはさらなる発展をめざし、新組織体制で動き始めま
した。具体的には、地域連携部門、看護職等生涯学習支援部門、資格認定看護教育部門と組
織を再編し、将来を志向する必要かつ十分な「地域社会への貢献」ができる体制作りを行い
ました。 
この新体制のもと、看護研究・研修センターがどのように発展していくのか、年報を通し

てご報告できるよう教職員一同尽力して参りたいと考えております。 
なにとぞ、今後ともご支援をいただきますようお願い申し上げます。 
 
令和 3 年 7月 
 

看護研究・研修センター長   

長鶴 美佐子 
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